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「
オ
ー
ス
ッ
」
の
威
勢
の
い

い
挨
拶
と
、
バ
タ
ヤ
ン
の
愛
称

で
知
ら
れ
る
歌
手
・
田
端
義
夫

は
、
デ
ビ
ュ
ー
当
時
、
上
原
敏

の
前
座
を
つ
と
め
て
い
た
。
彼

は
姿
勢
を
た
だ
し
て
語
っ
て
く

れ
た
。

「
あ
の
真
面
目
さ
と
実
直
さ

は
、
会
社
員
生
活
で
得
た
も
の

か
、
生
来
の
も
の
で
す
か
ね
。

そ
れ
に
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
と
し
て

の
情
熱
と
、
大
学
出
ら
し
い
教

養
を
備
え
て
お
ら
れ
た
。
し
か

も
茶
目
っ
気
が
あ
り
、
ご
く
気

さ
く
な
方
で
し
た
。
教
え
ら
れ

る
こ
と
の
多
い
、
実
に
立
派
な

兄
貴
だ
っ
た
な
あ
」

専
修
大
野
球
部
の
後
輩
・
畑

福
俊
英
は
、
大
学
時
代
の
上
原

敏
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ

た
。
彼
は
公
式
戦
で
の
巨
人
軍

初
の
勝
利
投
手
で
あ
り
、
プ
ロ

野
球
で
４３
勝
を
あ
げ
て
い
る
。

「
勘
が
よ
く
て
器
用
だ
っ
た
。

主
将
に
な
っ
て
も
威
張
ら
ず
、

冗
談
で
笑
い
を
誘
っ
て
い
ま
し

た
。
わ
け
へ
だ
て
の
な
い
明
る

い
性
格
な
の
で
、
控
え
選
手
な

の
に
主
将
に
推
さ
れ
た
の
で

す
。
丸
善
か
ら
米
国
の
ル
ー
ル

ブ
ッ
ク
を
取
り
寄
せ
、
審
判
よ

り
ル
ー
ル
に
精
通
し
て
い
る
と

の
評
判
で
し
た
」

上
原
敏
は
金
銭
に
淡
泊
で
、

高
額
を
提
示
さ
れ
て
も
他
社
の

引
き
抜
き
に
応
じ
ず
、
電
話
の

な
い
小
さ
な
借
家
で
満
足
し
て

い
た
。
秋
田
で
も
比
島
で
も
、

上
官
は
後
方
に
と
ど
ま
る
よ
う

配
慮
し
た
が
、
彼
は
、
特
別
扱

い
さ
れ
る
こ
と
を
拒
ん
だ
。

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
は
最
悪
の
戦

場
だ
っ
た
。
弾
薬
、
食
料
、
薬

品
な
ど
の
補
給
は
途
切
れ
、
灼

熱
の
地
で
将
兵
は
飢
え
と
病
に

倒
れ
て
い
っ
た
。
上
原
敏
は
、

戦
友
に
せ
が
ま
れ
る
た
び
に
、

疲
れ
た
身
体
に
む
ち
打
っ
て
、

照
明
も
伴
奏
も
な
い
ジ
ャ
ン
グ

ル
の
な
か
で
熱
唱
し
た
と
い

う
。
な
ぜ
彼
の
よ
う
な
ス
タ
ー

が
、
一
兵
卒
と
し
て
最
前
線
に

駆
り
出
さ
れ
た
の
か
。
こ
の
謎

を
ぜ
ひ
と
も
解
明
し
た
い
。

上
原
敏
を
追
っ
て
の
旅
は
、

こ
れ
か
ら
も
つ
づ
く
が
、
私
も

す
で
に
七
十
代
半
ば
を
超
え
て

し
ま
っ
た
。
こ
の
あ
た
り
で
、

い
ま
や
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
上

原
敏
に
つ
い
て
、
伝
え
ら
れ
て

き
た
誤
り
を
正
し
、
触
れ
ら
れ

て
な
い
空
白
部
を
埋
め
た
い
と

願
い
、
こ
の
４
月
か
ら
日
刊
紙

「
秋
田
魁
新
報
」
に
約
１
年
間

の
予
定
で
、
「
ア
イ
ケ
・
コ
プ

チ
ャ
ッ
タ
の
唄
」
と
題
し
た
評

伝
を
連
載
中
で
あ
る
。

「
履
正
無
畏
」の
墨
書
が
校
内

に
掲
げ
て
あ
る
が
、
こ
の
「
正

ふ

お
そ

し
き
を
履
ん
で
畏
る
こ
と
な

し
」
を
、
上
原
敏
は
見
事
な
ま

で
に
実
践
し
た
。
い
ま
私
は
、

専
修
大
学
に
「
母
校
で
は
な
い

が
、
け
っ
し
て
他
校
で
も
な

い
」
と
の
親
近
感
を
抱
い
て
い

る
。
校
友
や
在
学
生
、
保
護
者

の
方
々
は
、
こ
の
偉
大
な
先
輩

を
、
大
い
に
誇
り
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
。

そ
の
名
を
冠
し
た
「
三
浦

文
庫
」
の
オ
ー
プ
ン
を
記
念

す
る
式
典
が
６
月
９
日
、
上

海
の
名
門
・
復
旦
大
学
で
盛

大
に
行
わ
れ
た
。
「
息
子
の

遺
志
を
生
か
し
て
」
と
母
堂

・
三
浦
正
江
さ
ん
が
東
京
の

自
宅
に
遺
さ
れ
た
８
５
０
０

冊
に
お
よ
ぶ
蔵
書
を
寄
付
金

と
共
に
同
大
に
寄
贈
。
同
大

は
基
金
を
設
立
し
、
論
文
の

出
版
も
始
め
た
。

上
海
を
第
二
の
故
郷
と
し

て
愛
し
た
三
浦
氏
は
、
専
修

大
学
で
教
壇
に
立
ち
、
中
国

語
を
学
ぶ
多
く
の
学
生
に
慕

わ
れ
た
。

三
浦
氏
は
東
洋
大
で
中
国

古
典
学
を
学
び
、
１
９
９
４

年
、
復
旦
大
学
大
学
院
に
国

費
留
学
。
卒
業
後
は
同
大
の

古
籍
整
理
研
究
所
に
移
り
、

明
代
の
出
版
家
・
毛
晋
の
研

究
で
古
典
文
献
学
の
博
士
号

を
取
得
し
た
。
古
典
文
献
学

は
書
物
の
歴
史
、
文
化
的
背

景
な
ど
か
ら
そ
の
特
徴
や
性

質
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
学

問
だ
。

長
年
、
三
浦
氏
と
交
流
し

て
き
た
土
屋
昌
明
経
済
学
部

教
授
（
中
国
語
）
は
「
日
本

人
が
あ
ま
り
や
ら
な
い
、
地

味
な
研
究
に
取
り
組
ん
だ
貴

重
な
存
在
。
学
者
の
中
の

学
者
�
だ
っ
た
」
と
語
る
。

三
浦
氏
は
留
学
を
終
え
て

本
学
な
ど
で
非
常
勤
講
師
を

務
め
た
。
留
学
後
も
文
献
収

集
や
研
究
の
た
め
、
上
海
を

何
度
も
訪
れ
た
。
本
学
と
国

際
交
流
協
定
校
の
上
海
大
学

で
の
春
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
短

期
留
学
）
に
参
加
す
る
専
大

生
を
毎
年
の
よ
う
に
現
地
で

迎
え
た
。

０７
年
春
、
い
つ
も
と
同
じ

よ
う
に
上
海
で
専
大
生
た
ち

を
迎
え
る
は
ず
だ
っ
た
が
、

突
然
宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
で
亡

く
な
っ
た
。
４２
歳
だ
っ
た
。

「
上
海
に
行
く
前
、
新
聞

社
か
ら
翻
訳
を
頼
ま
れ
、
徹

夜
続
き
の
無
理
が
た
た
っ
た

の
で
は
」
と
正
江
さ
ん
は
振

り
返
る
。

復
旦
大
の
恩
師
や
学
友
を

は
じ
め
三
浦
氏
を
知
る
人
々

は
、
そ
の
あ
ま
り
に
早
い
死

を
悼
ん
だ
。
常
宿
の
従
業

員
、
食
堂
の
お
ば
ち
ゃ
ん
、

書
店
の
店
主
…
。
「
泣
き
崩

れ
る
人
も
い
た
」
（
正
江
さ

ん
）
と
い
う
。

専
大
の
教
え
子
た
ち
に
も

「
三
浦
先
生
急
死
」
の
知
ら

せ
に
衝
撃
が
走
っ
た
。

優
し
い
先
生
だ
っ
た

上
海
で
短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
受
講
中
に
悲
報
が
届
い
た

田
上
泰
大
さ
ん
（
平
２１
経

こ
わ
も
て

済
）
は
「
一
見
、
強
面
風
で

す
が
、
素
顔
は
優
し
い
先
生

で
し
た
。
面
倒
見
が
よ
く
、

旅
行
者
に
は
分
か
ら
な
い
店

に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
見
事
な
中
国
語
で
話

し
、
現
地
の
人
も
し
ば
ら
く

し
て
か
ら
『
日
本
人
だ
っ
た

の
か
』
と
気
付
く
ん
で
す
。

再
会
す
る
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
た
の
に
」。

大
き
な
誕
生
日
ケ
ー
キ

蛭
田
（
旧
姓
・
渡
邊
）
は

る
香
さ
ん
（
平
２０
文
）
は
「
入

学
前
か
ら
中
国
語
を
勉
強
し

て
い
た
の
で
、
三
浦

先
生

の
授
業
で
は
、
Ｔ
Ａ
（T

e
a

c
h
i
n
g
A
s
s
i
s
t
a
n
t

）
の

よ
う
な
お
手
伝
い
を
し
ま
し

た
。
目
線
が
低
く
、
一
緒
に

学
ぼ
う
と
い
う
姿
勢
を
持

つ
、
い
い
意
味
で
友
だ
ち
み

た
い
な
先
生
で
し
た
。
上
海

に
留
学
中
、
私
の
誕
生
日
に

『
春
香
同
学

生
日
快
楽
』

（
は
る
香
さ
ん

誕
生
日
お

め
で
と
う
）
と
描
か
れ
た
と

て
も
大
き
な
ケ
ー
キ
で
お
祝

い
し
て
く
れ
た
時
は
び
っ
く

り
。
う
れ
し
く
て
…
」
。
今

で
も
涙
が
乾
か
な
い
。

�
生
き
ざ
ま
�
は
指
針

卒
業
後
、
製
造
業
の
海
外

営
業
職
か
ら
広
告
代
理
店
に

転
職
し
た
神
部
哲
郎
さ
ん

（
平
２０
経
済
）は
、
ア
ジ
ア
の

国
々
と
日
本
を
、
音
楽
で
結

び
付
け
る
よ
う
な
仕
事
を
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
恩
師

か
ら
勇
気
を
も
ら
っ
た
と
言
う
。

「
人
が
や
ら
な
い
学
問
に

取
り
組
ん
だ
生
き
ざ
ま
は
私

の
指
針
で
も
あ
り
ま
す
。
苦

し
い
こ
と
、
つ
ら
い
こ
と
を

乗
り
越
え
、
前
を
向
い
て
歩

こ
う
と
す
る
時
、
三
浦
先
生

の
姿
を
思
い
出
し
ま
す
」

「
三
浦
先
生
」
は
、
愛
情

を
注
い
だ
教
え
子
た
ち
の
ま

ぶ
た
に
焼
き
付
い
た
ま
ま

だ
。三

浦
氏
が
収
集
し
た
中
国

語
の
本
の
中
に
は
貴
重
書
も

含
ま
れ
、
現
地
の
学
者
を
驚

嘆
さ
せ
た
と
い
う
。
「
三
浦

文
庫
」
は
三
浦
氏
の
論
文
な

ど
を
出
版
し
た
ほ
か
、
今

後
、
古
典
文
献
学
に
関
す
る

若
手
研
究
者
の
論
文
も
シ
リ

ー
ズ
出
版
し
て
い
く
。

専
門
の
文
献
学
を
通
し
て
中
国
と
日
本

を
結
ん
だ
専
修
大
学
の
中
国
語
の
講
師
が

い
た
。
５
年
前
、
上
海
で
客
死
し
た
三
浦

理
一
郎
氏
だ
。

専
修
大
学
出
身
の
歌
手
・
上
原
敏
は
、
昭
和
１０
年
代
、「
妻
恋
道
中
」「
裏
町

ふ
う

び

人
生
」「
流
転
」「
上
海
だ
よ
り
」
な
ど
の
ヒ
ッ
ト
曲
で
一
世
を
風
靡
し
た
。
波

乱
に
満
ち
た
人
生
を
、
作
家
の
大
西
功
さ
ん
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
。

平
成
５
年
（
１
９
９
３
）
の

初
夏
、
私
は
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
を
訪
れ
た
。
会
社
勤
め
を

終
え
た
直
後
で
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
ど
う
過
ご
す
べ
き
か
、

あ
れ
こ
れ
模
索
し
て
い
た
時
期

で
あ
る
。
こ
の
旅
の
途
中
、
セ

ピ
ッ
ク
河
支
流
の
集
落
で
奇
妙

な
唄
を
耳
に
し
た
。
「
ア
イ
ケ

・
コ
プ
チ
ャ
ッ
タ
・
イ
マ
イ
タ

カ
…
…
」
で
始
ま
る
曲
は
、
旋

律
は
明
る
い
が
、
ど
こ
と
な
く

郷
愁
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
あ

っ
た
。

帰
国
後
、
こ
の
唄
の
原
曲

が
、
往
年
の
人
気
歌
手
・
上
原

敏
の
「
上
海
だ
よ
り
」
で
あ
る

こ
と
に
気
づ
い
た
。
こ
れ
は
、

私
が
初
め
て
覚
え
た
流
行
歌

で
、「
拝
啓
（
ア
イ
ケ
）、
ご
無

沙
汰
（
コ
プ
チ
ャ
ッ
タ
）
、
し

ま
し
た
が
（
イ
マ
イ
タ
カ
）
…

…
」
と
語
り
か
け
て
く
る
美
声

に
、
幼
い
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
た

記
憶
が
あ
る
。

そ
れ
ま
で
私
は
、
上
原
敏
に

つ
い
て
ほ
と
ん
ど
知
識
が
な
か

っ
た
。
そ
の
上
品
で
知
性
的
な

温
顔
は
、
芸
能
人
と
し
て
は
異

色
で
あ
る
。
彼
は
い
っ
た
い
ど

ん
な
人
物
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

ど
こ
で
生
ま
れ
、
ど
の
よ
う
な

コ
ー
ス
を
た
ど
っ
て
流
行
歌
手

に
な
っ
た
の
か
。
も
っ
と
詳
し

く
知
っ
て
み
た
い
。
熱
っ
ぽ
い

感
情
が
突
き
あ
げ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
私
は
、

上
原
敏
の
数
奇
な
運
命
と
真
摯

な
生
き
ざ
ま
を
、
２０
年
近
く
も

追
い
つ
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

上
原
敏
（
本
名
・
松
本
力

治
）
は
、
明
治
４１
年
（
１
９
０

８
）
８
月
２６
日
、
秋
田
県
大
館

市
で
誕
生
し
た
。
生
家
は
、
４

代
つ
づ
く
荒
物
雑
貨
商
で
あ

る
。
彼
の
美
声
と
歌
唱
力
は
、

幼
少
の
頃
か
ら
近
隣
に
知
れ
わ

た
り
、
ま
た
運
動
神
経
も
抜
群

で
、
大
館
中
学
（
現
・
大
館
鳳

鳴
高
校
）
野
球
部
で
は
、
短
躯

だ
が
好
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
活

躍
し
た
。

音
楽
学
校
へ
の
進
学
を
望
ん

だ
が
、
周
囲
の
反
対
で
断
念

し
、
専
修
大
学
に
在
学
中
の
秩

父
重
剛
な
ど
大
館
中
野
球
部
の

先
輩
を
慕
っ
て
、
専
修
大
学
経

済
学
部
に
入
学
し
た
。
彼
が
在

学
中
の
昭
和
６
年
春
と
主
将
を

つ
と
め
た
８
年
春
に
、
専
修
大

は
東
都
大
学
リ
ー
グ
で
優
勝
し

た
。世

界
不
況
で
就
職
難
の
昭
和

９
年
（
１
９
３
４
）
に
、
成
長

企
業
の
「
わ
か
も
と
製
薬
」
に

入
社
し
た
が
、
単
調
な
業
務
を

命
じ
ら
れ
、
不
遇
な
会
社
員
生

活
を
送
っ
て
い
た
。
折
か
ら
秩

父
重
剛
が
、
ポ
リ
ド
ー
ル
レ
コ

ー
ド
に
在
籍
し
て
お
り
、
彼
や

作
詞
家
・
藤
田
ま
さ
と
に
勧
め

ら
れ
、
昭
和
１１
年
に
歌
手
・
上

原
敏
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

芸
名
の
上
原
敏
は
、
高
名
な

詩
人
・
上
田
敏
や
二
枚
目
俳
優

・
上
原
謙
に
ち
な
ん
で
付
け
ら

れ
た
が
、彼
は
、自
ら
考
え
た
大

館
中
と
専
修
大
を
織
り
こ
ん
だ

「
大
中
修
二
」
を
望
ん
で
い
た

と
い
う
。
翌
１２
年
の
「
妻
恋
道

中
」
が
空
前
の
４０
万
枚
を
売
り

あ
げ
、
さ
ら
に
「
流
転
」
や

「
裏
町
人
生
」
の
大
ヒ
ッ
ト
を

放
ち
、
一
躍
ス
タ
ー
ダ
ム
に
お

ど
り
出
た
。
歌
手
と
し
て
は
遅

咲
き
の
３０
歳
の
と
き
で
あ
っ

た
。「

裏
町
人
生
」
発
売
直
前
の

昭
和
１２
年
７
月
、
日
中
戦
争
の

火
ぶ
た
が
切
ら
れ
た
。
彼
は
、

昭
和
１３
年
か
ら
７
回
に
わ
た
り

満
州
や
中
国
の
戦
場
に
将
兵
を

慰
問
し
、
歓
呼
の
声
で
迎
え
ら

れ
た
。
旅
は
い
ず
れ
も
長
期
に

及
び
、
砲
声
が
轟
く
な
か
兵
士

に
護
衛
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
。昭

和
１６
年
１２
月
、
太
平
洋
戦

争
の
勃
発
と
と
も
に
、
日
本
軍

は
破
竹
の
進
撃
を
つ
づ
け
た

が
、
１７
年
６
月
の
ミ
ッ
ド
ウ
ェ

ー
海
戦
で
、
戦
局
は
大
き
な
転

機
を
迎
え
る
。
１８
年
に
入
る

と
、
連
合
軍
の
反
攻
に
各
地
で

玉
砕
を
重
ね
て
い
っ
た
。

４
月
１１
日
、
渋
谷
で
公
演
中

に
、赤
紙（
召
集
令
状
）が
届
き
、

３５
歳
の
老
兵
・
松
本
力
治
は
、

秋
田
歩
兵
第
一
七
部
隊
に
入
営

し
た
。
や
が
て
マ
ニ
ラ
、
セ
ブ

島
、
パ
ラ
オ
を
経
て
ラ
バ
ウ
ル

に
到
着
。
昭
和
１９
年
３
月
、
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
ウ
エ
ワ
ク
に
転

戦
す
る
。
４
月
末
に
ブ
ー
ツ
付

近
で
目
撃
さ
れ
た
あ
と
、
彼
の

消
息
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。

私
は
、
上
原
敏
と
か
か
わ
っ

た
四
十
数
人
か
ら
、
彼
の
印
象

を
聞
い
た
が
、
全
員
が
こ
ぞ
っ

て
ほ
め
讃
え
た
の
は
、
そ
の
優

れ
た
人
間
性

に
つ
い
て
で

あ
る
。

「
あ
れ
ほ

ど
の
人
格
者

は
い
な
い
。

本
当
に
良
い

人
だ
っ
た
」

「
口
数
が
少

な
く
、
真
面

目
な
人
柄
だ

っ
た
」
「
何
ご
と
に
も
一
生
懸

命
だ
っ
た
」
「
誠
実
で
律
儀
で

義
理
が
た
か
っ
た
」
「
人
柄
の

良
さ
は
き
わ
だ
っ
て
い
た
」

「
万
事
に
控
え
目
だ
っ
た
」

「
野
球
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン

シ
ッ
プ
を
わ
き
ま
え
た
素
晴
ら

し
い
プ
レ
ー
を
し
て
い
た
」

「
ス
タ
ー
に
な
っ
て
も
、
あ
く

ま
で
も
謙
虚
で
礼
儀
正
し
か
っ

た
」
「
人
情
に
厚
く
、
人
間
味

あ
ふ
れ
る
紳
士
だ
っ
た
」
「
い

く
ら
人
気
が
あ
っ
て
も
、
腰
が

低
か
っ
た
」

専
修
大
学
校
歌
、
石
巻
専
修

大
学
校
歌
の
作
詞
家
・
高
野
辰

之
の
生
涯
を
追
う
「
石
巻
市
・

石
巻
専
修
大
学
・
専
修
大
学
共

同
企
画
展

唱
歌
斉
唱
―
『
故

郷
』
の
作
詞
者
・
高
野
辰
之
の

生
涯
―
」
が
１２
月
、
宮
城
県
仙

台
市
で
開
催
さ
れ
る
。

高
野
辰
之
は
「
故
郷
」
「
朧

月
夜
」「
春
の
小
川
」「
紅
葉
」

な
ど
、
今
な
お
日
本
人
の
心
を

ひ
き
つ
け
る
唱
歌
を
数
多
く
残

し
た
作
詞
家
。
東
京
音
楽
学
校

（
現
・
東
京
藝
術
大
学
）教
授
で

も
あ
り
、
国
語
国
文
学
研
究
に

一
生
を
捧
げ
、
江
戸
文
学
や
歌

謡
、
演
劇
分
野
の
研
究
者
と
し

て
も
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
。

企
画
展
で
は
長
野
県
中
野
市

の
高
野
辰
之
記
念
館
な
ど
に
収

蔵
さ
れ
て
い
る
資
料
を
展
示

し
、
高
野
の
足
跡
を
た
ど
る
。

期
間
中
に
は
記
念
演
奏
会
、
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開
催
さ
れ

る
。

【
企
画
展
】

▽
日
程
∥
１２
月
１
日
（
土
）
～

１６
日
（
日
）
※
１２
日
（
水
）
は

休
館
日

▽
会
場
∥
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

ホ
ー
ル
宮
城
（
宮
城
県
民
会

館
）
５
階
展
示
室

仙
台
市
青

葉
区
国
分
町
３
の
３
の
７

☎
０
２
２
（
２
２
５
）
８
６
４

１▽
入
場
無
料

※
初
日
１０
時
３０
分
か
ら
展
示
会

場
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
を
開
催
。

【
記
念
演
奏
会
】

▽
日
時
∥
１２
月
１
日
（
土
）
１３

時
３０
分
～

▽
会
場
∥
エ
ル
パ
ー
ク
仙
台
ス

タ
ジ
オ
ホ
ー
ル

【
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

▽
日
時
∥
１２
月
９
日
（
日
）
１４

時
～

▽
会
場
∥
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

ホ
ー
ル
宮
城
６
階
会
議
室

【
記
念
演
奏
会
】

▽
日
時
∥
１２
月
１５
日
（
土
）
１４

時
～

▽
会
場
∥
石
巻
専
修
大
学
学
生

ホ
ー
ル

※
企
画
展
と
同
時
に
、
石
巻
市

の
震
災
前
後
と
復
興
の
様
子
を

伝
え
る
写
真
展
「
故
郷
復
興
」

も
開
催
。


大
学
史
資
料
課
☎
０３
（
３
２

６
５
）
５
８
７
９

大西 功（おおにし・いさお）
昭和１０年（１９３５）大阪市生まれ。関西学

院大経済学部を卒業、日立造船に入社。
退職後、「この繁栄した故国を見ること

なく、異郷に果てた人たち」をテーマに、
執筆活動を開始。織田作之助賞、自分史文
学賞、さきがけ文学賞、自由都市文学賞、
千葉文学賞、文春読者賞（共同執筆）など
を受賞。

千葉県佐倉市に在住。

専
修
６

初
版

０
９
月
１
３
日
１
８
時
４
３
分
１
５
秒

&
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&
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大
学
創
立
記
念
日
（
９
月
１６
日
）
特
集

▲ ニューギニアの戦場で戦友たちとともに（左端が上原敏）

「妻恋道中」「裏町人生」

「流転」…戦地でも熱唱

寄稿 大西 功

専大野球部でリーグ優勝 控え選手ながら主将に

上原 敏 波乱の人生を追う
運
命
的
な
出
会
い

▲ サラリーマンから歌手に転じた上原敏

▲ 東都大学リーグ戦を制し松本力
治（上原敏）主将に優勝盃が授
与＝昭和８年７月２３日

３５
歳
の
召
集
令
状

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
消
息
絶
つ

「
立
派
な
兄
貴
だ
っ
た
」

空前の人気流行歌手

前
座
つ
と
め
た
バ
タ
ヤ
ン
語
る

◀

舞
台
出
演
の
ポ
ス
タ
ー

▲ 右が筆者・大西功さん。上原敏

の写真・資料が展示されている

大館市大町しまうち製菓店で

彼
を
知
る
人
す
べ
て
が

優
れ
た
人
間
性
を
称
賛

文
献
学
で
日
中
の
懸
け
橋
に

仙 台 で

１２月開催

本学の中国語講師・三浦理一郎氏

▲ 中国語の春期プログラム参加の学

生たちと一緒の三浦理一郎氏（前

列・左）＝２００６年、北京で

専修大学校歌、石巻専修大学校歌の作詞家

▲ 「三浦文庫」オープンの式典で三浦正江さん（右から３人

目）と土屋昌明教授（右端）＝６月９日、上海・復旦大で

「高野辰之の生涯」

▲ 高野辰之

上
海

復
旦
大（

）に「
三
浦
文
庫
」

母
・
正
江

が
蔵
書
を
寄
贈

さ
ん

▶

寄
贈
さ
れ
た
蔵
書
の
数
々

大
学
創
立
記
念
日
（
９
月
１６
日
）
特
集
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